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上宮川文化センターの概要 

１．設置の目的 

 上 宮 川 文 化 セ ン タ ー は 、 地 域 住 民 の 社 会 的 、 経 済 的 及 び 文 化 的 生 活 の 改 善 向 上 並 

びに同和問題の速やかな解決に資するとともに、児童の健全な育成を図るために、諸

活動を実践推進し、明るく住みよい町づくりに寄与することを目的として設置されて

います。 

 

２．施設の名称及び所在地 

  (1) 名   称    芦屋市立上宮川文化センタ－ 

（芦屋市立隣保館・芦屋市立児童センター） 

  (2) 所 在 地   芦屋市上宮川町１０番５号（郵便番号６５９—００６１） 

 

３．建物の概要等 

  (1) 構      造    鉄筋コンクリート造  ３階建（一部４階） 

  (2) 敷 地 面 積         １，０４０.０００㎡ 

  (3) 建 築 面 積             ６２３.８７７㎡ 

  (4) 床  面  積    １，９４７.９７４㎡ 

  (5) 竣工年月日    昭和６１年 ３月２０日 

(6) 開館年月日    昭和６１年 ５月 １日 

 

上宮川文化センターの事業 

上宮川文化センター事業 

１．使用状況（使用室別） 

 貸室中止 令和２年３月１２日～５月３１日 

      令和３年４月２５日～５月１１日 

                              ※は貸室部分 

室    名 令和 4 年度 令和 5 年度 令和６年度 

※ホ—ル 610 件  675 件 680 件 

※会議室 （大） 491 457 454 

※会議室 （中）    457 470 437 

※会議室 （小） 541 508 514 

※生活改善室    233 232 219 

※教養娯楽室 449 510 484 

※視聴覚室 655 694 702 

貸  室  計 3,436 3,546 3,490 

 いこいの間 200 173 179 

 集会室   130 117 90 

 パソコン室 66 60 57 

 遊戯室   137 141 137 

合       計 ３，９６９ ４，０３７ ３，９５３ 

参考：令和元年度（コロナ禍以前）４，３５９件 
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２．令和 6 年度 貸室割合  

室    名 直接事業 一般使用 使用率 

ホ—ル   19１ 件 489 件 77.1％ 

会議室 （大） 224   230  51.5 

会議室 （中） 94   343       49.6 

会議室 （小） 164   350       58.3 

生活改善室 79   140       24.8 

教養娯楽室 38   446       54.9 

視聴覚室 7   695       79.6 

使用料免除 

 芦屋市  １５７件 

 地域団体   ８３件 

 公共的団体（芦屋市社会福祉協議会、芦屋市人権教育推進協議会等） ８２件 

 

３．来館者数 

  参考：令和元年度（コロナ禍以前）７８，２４４人 

 

隣保館事業 

隣保館とは 

社会福祉法第２条第３項第１１号に定められた隣保館事業を行う第２種社会施設

です。 

  隣保館設置運営要綱では、その目的を「地域社会全体の中で福祉の向上や人権啓

発の住民交流の拠点となる開かれたコミュニティセンターとして、生活上の各種相

談 事 業 や 人 権 課題 の解 決 の た め の 各種 事業 を 総 合 的 に 行う もの と す る 。」と し て い

ます。 

 

基本事業 

１．社会調査・研究事業 

センターの各種事業を効果的に推進するための、各種調査・研究を行う。世帯数、

年齢構成、高齢者世帯（一人暮らし世帯）数等、行政資料による、より最新の資料収

集に努めるとともに、特に、地域福祉推進のため、高齢者の状況調査を相談事業、保

健事業、憩いの間事業の一環として行う。また、就労、教育、福祉等の各種生活相談

については、継続した対応がとれるよう相談票を作成し、解決のための研究を行う。          

室    名 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

センター直接事業参加者 ２０，８０６ 人 ２２，５９５ 人 ２４，２２０ 人 

市 ・ 地 域 団 体 ・ 公 共 団 体 等  ７，５０９ ５，８３０ ６，３５９   

貸室一般利用者 １８，０６９ ２１，７３３ ２２，９１３  

自習室利用者 ２８９ ３１２ ２２９ 

図書貸し出し利用者 ６，４００ ８，５７７   ７，６８４ 

合       計 ５３，０７３ ５９，０２７ ６１，４１１ 
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さらに、担当業務の中で、地域実態やニーズの把握に努める。 

 教室や講習講座等の事業においては、マンネリ化の克服や参加者層の広がりを図る

ため、適宜アンケート調査や参加者の意向等を訊き、活性化に努める。 

 地域史、伝統文化、芸能等の資料収集を普段から心がけ、地域活動や啓発活動に役

立てる。 

 

各種調査・研究については、地域福祉推進のための高齢者、障がい者等の状況を各

種事業（相談事業、保健事業、憩いの間事業）を通じて把握に努めております。 

各種生活相談に対応できるよう、相談カード、日誌を作成しています。 

講演会等では、アンケート実施等をし、住民の反応やニーズを把握するように努め

ています。 

 

隣保館関係資格保有者数 

社会福祉主事１人、隣保事業士 6 人 

  

２．相談事業 

 就労、産業、教育、福祉、保険年金、税、住宅、法律、人権等生活に関わる各種の

相 談 に 応 じ る と と も に 、 関 係 機 関 と の 連 携 調 整 を 図 り な が ら 、 自 立 に 向 け た 支 援    

を行う。なお、継続して相談指導が必要なケースでは、関係機関と密接な連携を図る

とともに、カウンセリングなど専門家の協力を得て、総合的に対応する。 

 

就労促進事業 

（１）就労促進・求職相談指導 

 就労意欲の向上と、安定就労に向けた相談に応じ、自立のための支援を行う。 

 

（２）職業安定所との連絡調整 

  定例的に求人情報を提供してもらうとともに、求職相談のケースにより各種の一

般対策の適用等について連携する。 

 

（３）労働能力開発のための講習会 

  パソコン講習等を行ない、就労促進の一助とする。 

 

（４）社会保険・労働保険等の相談 

  雇用保険の受給、労働災害保険の適用等の相談に応じる。 

 

（５）零細企業・自営業者の相談指導 

  経営、税務、労働保険等事業活動の向上、育成を支援し自立を図る。 

 

（６）就労実態の把握 

  各 種 の 相 談 等 の 中 で 把 握 さ れ た 不 安 定 就 労 の 状 況 を 整 理 す る と と も に 、 そ の 後  

の対応について調査研究する。 
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進路相談・教育事業 

  進学、就職の相談に応じ、ケースによって学習指導、教養講座や実技指導を行う。

【随時】学生・成人対象 

 

 

相談内容 令和６年度 

職業 
ハローワークから送られてくる週刊ワークの 

閲覧、相談 
４件 

教育 進路相談等 ０ 

生活福祉等 申請手続き、生活上の悩み等 ７４８ 

住宅 収入申告、減免申請、補修の相談 ６３ 

保険年金 
高額療養費支給制度等の国民健康保険手続、 

扶養親族等申告等の年金手続 
６ 

税務 確定申告、住民税申告、減免申請 １１ 

経営等 業務委託契約書類作成      ０  

人権 人権相談 ０  

その他 
マイナンバーカード申請、ワクチン接種 

くらしの相談等 
２４ 

合  計     ８５６ 

 

３．啓発・広報活動事業 

（１）識字学級 

  識字能力を高めることによって、表現力、認識力を養い、生活文化の向上を図る。

また、必要な各種資格試験学習の指導を行ない、目標を持った学習の支援を行う。  

【毎月２回程度】成人対象 

 

（２）各種パソコン教室 

 【それぞれの対象ごとに各 4～5 回程度】 

ア 女性パソコン教室 （成人女性） 

イ 一般パソコン教室 

 ウ パソコン初心者 

 

（３）人権啓発講演会（人権啓発映画会・展示会含む） 

  同和問題をはじめ日本社会における重要な人権課題や、平和・環境問題をテーマ

に講演会を行ない、啓発の場とする。【年１回】 

 

（4）ヒューマンライツシアター【年 2～3 回】 

  人権・平和・環境に関する映画を上映することで、人権意識の高揚を図る。 

午前・午後の 2 回上映。 

令和２年度から令和４年度まで，定員数を１５０名から６０名に変更。 

令和 5 年度から、定員数を 60 名から 100 名に変更。 
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令和 7 年度から 定員数を 100 名から 150 名に変更。 

  

（5）ワンコインシアター【年 3～4 回 対象：中学生以上】 

世界の名作映画をワンコイン（500 円）で上映することにより、住民交流の場を

つくる。 

 

（6）歴史文化教室 

地域の今と昔の掘り起こしにより、後世に残していくものを学び、継承していく。 

 

（7）「文化センターだより」の発行【毎月 1 日・配布】 

  センター事業や市行事の案内、地域のできごと等、身近な内容を中心に編集し、

センター事業への関心を高める。 

 

４．地域交流事業 

（１）健康増進教室 

 ア 気功教室（自主運営） 

  どこでも手軽にできる気功の理論と実技を学ぶことで、生活リズムを見直し、健

康に関する自己管理の力を養い、心身の健康増進を図る。  

   【毎月３～4 回】成人対象 

イ 高齢者卓球（自主運営） 

  有志が自主的に行ない、健康増進と交流を図る。 

   【毎月 3～4 回】高齢者対象 

 

（２）文化活動育成学級 

 ア 民踊教室 

しゃこ踊りなど地域に伝わる伝統芸能文化を参加者が体得し、次代に伝える。 

また、地区盆踊りのリーダーとしての育成を図る。 

   【毎月 2 回程度】 

イ 民謡教室 

各地に伝わる民謡を修得し、ふれあいフェスタ等で発表することで、日本文化の

継承と高齢者の健康保持、仲間作りを図る。 

【毎月 2 回程度】高齢者対象 

 

（３）講習講座 

 （新型コロナウイルス感染拡大予防のため、令和 2 年度から休止中） 

  カラオケ教室・うたごえひろば（自主運営） 

  高齢者の健康保持と相互の交流・親睦を図る。 

【各毎月 2 回】高齢者対象 

 

（４）自主事業   

 高齢者のつどい 

地区の伝統文化を次世代に継承し、生活史を語り合う中で相互の親睦を深める。 
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  また、様々な社会施設を見学し、催しに触れることで心身の健康保持を図る。 

  

（５）交流・啓発事業 

 いこいかふぇ（自主運営） 

  一人暮らしの高齢者や高齢者世帯、母子・父子世帯が目立つようになり、また地

区外からの転入者が急増し、新たな課題が生じていたので、情報収集と地域の人た

ちの交流の場としてボランティア主体で行う。 

   【毎週木曜 11:00～13:00】 

 

（６）住民交流事業 

住民の交流の場を作る。 

 ふれあいフェスタ等（世代間交流事業）【年 1 回】 

  

 

５．周辺地域巡回活動 

 隣保館の利用が困難な周辺地域住民に対して、専門家（保健師）による巡回相談を

実施 

 

６．地域福祉事業 

（１）老人いこいの間事業 

いこいの間を利用する高齢者の日常的なお世話を行うとともに、各種講習講座を

開催し、健康増進と生きがい作りを図る。また、閉じこもりがちな高齢者の家庭訪

問等を行ない、老人会の自主活動の育成のための条件整備に努める。 

 

（２）妊産婦・母子・乳幼児対策 

 関係機関と連携をとり相談に応じる。継続した指導の必要性が高いケースは、家

庭訪問等により、きめ細かく対応する。 

 

（３）特定健康診査 

   市保健センターが行う、健康診断の受診の奨励と住民が受けやすい状況づくりを

進める。【年 1 回】 

 

（４）地域福祉推進事業 

   高齢 者や 障 がい 者が 地 域で 共 に生 活 でき る よう 、「 隣 保館 デイ サ ービ ス 事業 」 を

中心に、地域福祉事業を行う。また、地域の自主的な活動の育成やボラティア活動

の推進を図る。  
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事業実施状況（特別事業も含む） 

事 業 名         令和４年度 令和５年度 令和６年度 

 保健衛生事業 

地 区 住 民 健 診        （事後指導）       

健 康 相 談        （来館、電話） 

健 康 相 談        （家庭訪問） 

健康講演会及びその他教育 

介護保険、介護予防のための相談 
妊 産 婦 、 乳 幼 児 育 児 指 導 ・ 母 子 相 談  

調 査 ・ 連 絡 訪 問         

地域福祉事業 

地域自主活動（公園清掃活動） 

人 

14 

611 

125 

578 

27 

1 

7 

 

62 

人 

11 

577 

103 

469 

55 

0 

5 

 

39 

 

20 

427 

147 

584 

194 

1 

3 

 

33 

合         計           １，４２５ １，２５９ １，３９７ 

 

特別事業 

１．地域福祉モデル事業 

（１）健康・医療・保健相談 

   保健師活動を中心に、健康・保健・医療相談指導の中から必要に応じ、医療機関

等への連絡や手続き等の支援を行う。 

 

（２）介護保険、介護予防のための相談指導 

  介護保険の説明や、認定・給付サービスに関する相談に応じ、生活実態に即した

制度活用が図れるよう相談に応じる。また、介護予防のための各種生活指導を行う。 

 

（３）保健衛生・予防啓発 

   健康相談や家庭訪問等、あらゆる機会を通じて健康増進、疾病予防の啓発を行う。 

 

（４）講座、教室の実施 

ア 健康講座・講演会【年 3 回程度】 

イ 食生活改善教室【年 1 回程度】 

   高齢者の一人暮らしが増える中、健康に関する知識や食生活の改善や栄養を学び、 

健康増進を図る。 

 

（５）高齢者の状況把握と健康対策 

   健康カルテ等の作成により健康実態を把握し、健康の維持、増進につながるよう

助言、指導をする。 

 

（６）いこいたいそう 

  健康増進のための運動を実施する 

    【毎月水曜日】高齢者対象 

 

 

２．地域交流促進事業 

土曜日開館日数 
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令和４年度 令和５年度 令和６年度 

 ５０日  ５０日       ５0 日 

その他の事業 

（１）人権啓発ビデオの収集整備と貸し出し 

   人権啓発ビデオソフトを収集整備し、市民・学校・各種団体に学習教材として貸

し出す。 

 

（２）人権啓発用図書等の資料収集、整備 

   人権関係図書や資料を収集し、館内掲示や広報活動に活用する。 

 

（３）「出会いと交流のメモリアル～阪神・淡路大震災の記録～」 

展示パネルの貸し出し及び阪神・淡路大震災の 1 周年事業として実施した「ふれ

あい展」の写真パネル（70 点）の貸し出し。 

 

（４）ホームページの活用 

  幅広くセンター事業を知ってもらうため、最新の内容で作成。 

 

児童センター事業 

  児童福祉法第４０条に定められた児童厚生施設です。児童は人として尊ばれ、心身

ともに健やかに育成されるよう、等しくその生活を保護され、愛護されなければなり

ません。児童センターは、健全な遊びをとおして、その健康を増進し、豊かな情操を

育むことを目的として設置されています。 

 

１．児童健全育成事業 

（１）おやこパーク    

保護者同士の子育て交流及び親子の自由な遊び場としてホールに室内公園を作る。 

夏休み ４回  9：30～11：30 

   対象：就学前の親子  

                                

（２）グッピークラブ   

乳幼児を持つ保護者同士が、親子で手遊びや歌遊びを楽しみながら子育て交流を

図る。 

【４月～３月 火曜日  月３回 ①9：30～10：30 ②10：50～11：50】 

   対象：0 歳児と保護者 30 組（15 組×2 クラス）※夏休みを除く 

   

（３）うさぎクラブ 

子育て交流及び親子体操、手遊びを通して親子のふれあいを深める。 

【４月～３月 木曜日 月 3 回 ①9：30～10：30 ②10：50～11：50】 

対象：１歳児と保護者 30 組（15 組×2 クラス）※夏休みを除く 

 

（４）こぐまクラブ   

歌遊びや自由遊びを通して、親子及び集団の中で子ども同士の交流を深める。 
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【４月～３月  水曜日 月 3 回 ①9：30～10：30 ②10：50～11：50】 

対象：２歳児と保護者 30 組（15 組×2 クラス）※夏休みを除く 

    

 

（5）のびっこクラブ 

運動あそびの中で、基礎体力及び運動能力を高め、体力増進を図る。 

    【５月～3 月 金曜日 全 20 回 ①15:00～15:45 ②16:00～16:45】 

     対象：幼稚園児 ①年中１２名 ②年長１２名 

 

（6）スキップクラブ 

  手先を使った様々な工作活動を通じて、児童の感性や創造力を豊かにする。 

４月～３月①水曜日②金曜日 月２回  

①15：30～16：15 ②16：15～17：00 

対象：①小学１年生 12 名  ②小学２年生 12 名 

  

（7）ステップクラブ 

  スキップクラブでの活動をより充実させ、細かな工作活動を通じて、児童の感性

や創造力を豊かにする。 

【５月～３月  火曜日 月２回 16：15～17：00】 

対象：小学３・４・5 年生  15 名 

 

（８）ジュニアクラブ 

 児童が笑顔になるよう、様々な遊び活動を通して児童の健全育成を図る。 

【４月～３月  火曜日 月１回 16：15～17：00】 

対象：小学１～３年生  15 名 

 

（９）パソコンクラブ 

基本操作を覚え、お絵描きやカードづくり等、パソコンを使って作品を作る。 

【４月～12 月 水曜日 全 20 回 ①15:30～16:15 ②16:15～17:00】 

対象：①小学２年生 ５名 ②小学３年生 ５名 

 

（10）チャレンジクラブ     

   幅広い運動遊びを通して、児童の体力増進及び運動能力の向上を図る。 

【 ５ 月 ～ ３ 月  木 曜 日  全 2 ０ 回 ① 15:30 ～ 16:15 ／ ② 16:15 ～ 17:00 】          

対象:①小学 1・２年生 １２名 ②小学校３～６年生 12 名           

 

（11）卓球ひろば・バトミントンひろば 

   卓 球・ バ トミ ント ン を 通 じて こ ども同 士 の 交 流の 場 とし、 体 力 増 進及 び 運動機

能の向上を図る。        

【4 月～３月 火曜日・木曜日 全 8 回 16:15～17：00】 

対象：小学生 卓球 20 名・バトミントン 12 名  
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（12）人形劇     

   人形劇を通して豊かな心を育てる。 

    【８月 年１回 10:30～11:20】 

      対象：親子 100 名 

 

（13）楽しいおはなしシアター                     

    歌や物語を通して、豊かな感性と想像力を育てる。 

    【８月 １回 10:30～11:20】 

対象: 親子 100 名 

 

（14）体験教室 

    芸術、 文 化、 運 動、 制 作等 、 様々 な 分野 で の体 験 活動 を 通し て 仲間 づ くり 及 び

児童の健全育成を図る。 

  【夏休み・春休み】 

 

２．図書活動支援事業     

  図書の閲覧、貸し出しを行う。絵本を対象年齢別にシールで表示。子育て支援本コ

ーナー及び新着絵本コーナーを設置。 

   【閲覧 9:00～17:30】 【貸出し・返却 9:00～17:15】 

 

３ ．子育て支援事業  

（１）子育てフリー相談     

   子育ての悩み等、児童厚生員との個人面談を行う。 

     【４月～３月 金曜日 10:00～11:30】 

（２） 母親教室 

 健康・子育て・食育・環境をテーマに交流する。 

（子育て生活ミニ講座・リフレッシュ講座・みんなで考える子育て講座） 

    【年５回 10:00～11:30】  

    対象：子育て中の保護者  

 

４．その他の事業  

（１）児童センター映画会     

子どもの想像力や表現力を養い、文化・芸術活動を高めることによって児童の健

全育成を図る。【年 1 回実施 午前・午後・春休み 】 

 

 

（２）児童センター子育て講演会     

   「子どもと人権」をテーマに、子育て・教育について学習する。 

【年１回 １０時～１１時３０分】 


